
　共通テストの目標を決めるにあたり重要なのは「受
験に必要な科目」と「配点」、そして合格の目安となる
「得点率」の3つ。
　『螢雪時代11月臨時増刊』を活用すれば、そのすべ
てを知ることができます。「入試科目・配点一覧」や
「2026年入試ガイド」では、入試科目・配点について
詳しく知ることができます。また、「偏差値・難易度
一覧」には予備校が出している共通テストの得点率が
まとめられており、自分が目指すべき得点率を把握で
きます。これらのデータを活用すると、精度の高い目
標点を効率的に決めることができます。
　ただ、設定した目標点を簡単に達成できる高校生は
少ないと思います。大切なのは、目標を決めた後、目
標と現状の差を認識し、今後力を入れて学習するべき
科目や苦手科目の克服について考えることです。
　ワークの最後では今後の学習目標を立てる欄がある
ので、いつまでにどの教科に取り組み、どれくらい点
数を上げていくのかを明確にしておきましょう。

　このワークは3年生はもちろん、１，２年生にとっても
有効な機会になります。早めに取り組み、今後の見通
しを持って学習計画を立てましょう。下記の学年別の
活用目的を確認して、ワークに取り組んでみましょう。
  高校1年生

●   科目・配点を早めに理解する。
●   �自分の得意・不得意を把握し、点数を伸ばすべき科目、
苦手を克服すべき科目を意識する。
  高校2年生

●   �現状と目標のギャップを数値で確認し、今後の重点
科目を決める。

●   �共通テストまであと1年で何をするか、どの科目を
伸ばすか、見通しを立てる。
  高校3年生

●   �共通テスト本番に向けて、科目ごとに「実際に取る
べき点数」を明確にする。

●   �これまでの模試結果と照らし合わせ、直前期にどの
科目に力を入れるべきかを決める。

大学入学共通テスト
目標点検討ワークシート

『螢雪時代』のデータを使い、どの学年でも利用できるワークシート

大学入学共通テスト　目標点検討ワークの使い方

科目ごとの目標点を決め、今後の学習目標を立てよう！

大学入試の大きなカギとなる、大学入学共通テスト。
攻略のポイントは、科目や配点、合格の目安となる得点率を理解し、目標点を決めることです。

『螢雪時代 11月臨時増刊』収録のデータをもとに、目標点と今後の学習について考えていきましょう。

志望校の学部・学科、入試
方式をまとめ、「偏差値・
難易度一覧」から共テ得点
率を抜き出す。

共通テストの科目・配点に
ついてまとめる。選択科目
の選択の仕方など、注意点
があれば確認しておく。

まず、STEP1で確認した
共テ得点率とSTEP2で確
認した配点をかけ合わせ、
科目ごとに目標点の基準に
なる基準点を確認する。そ
の後自分の得意・不得意に
応じて点数を調整し、目標
点を決める。

選択科目等の注意点を確認
し、志望校合格に向けて今
後力を入れて学習するべき
科目や目標、学習計画を考
える。

ワークシートは4STEPに分かれています。下記の流れに沿って、記入例を参考にしながら、目標点を決めましょう。

豊富なデータを活用しよう 学年別の利用目的を抑えておこう

志望校の情報収集
STEP 1

目標点を決めるにあたり、記入例として2つの
パターンを用意しているので参考にしてみよう。

科目・配点のまとめ
STEP 2

目標点の決定
STEP 3

振り返り・
今後の学習目標の
プランニング

STEP 4
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大学入学共通テスト目標点検討ワークシート螢雪時代
11月臨時増刊

『螢雪時代11月臨時増刊』のデータをもとに、志望校の入試科目を確認し、大学入学共通テストの目標点を決めよう。
目標点を決めたのちに振り返りを行い、今後どんな科目に力を入れていきたいか考えてみよう。

ワークを振り返り、選択科目など各科目について注意する点と、
志望校合格に向けて今後力を入れたい科目についてまとめよう。

●  志望校合格に向けて、今後力を入れたいこと●  各科目について注意する点
例）�配点が大きい英語については家庭学習で1時間以上の時間
をとる。苦手科目の理科の克服を進め、次の模試で○点を
取りたい。

例）�国語は現代文のみで古文漢文はなし、英語のリーディング・
リスニングの内訳、地歴・公民、数学、理科の選択科目に関
する注意点など

STEP 4

STEP1で確認した「共テ得点率」をSTEP2で確認した配点とかけあわせ、科目ごとに目標点の基準とな
る「基準点」を出そう。決めた基準点をもとに、自分の得意・不得意に応じて点数を調整し、目標点を決め
よう。合計点（グレー）については、「目標点の合計（b）」が「基準点の合計（a）」以上になるようにしよう。

STEP 3

科目（略称）

基準点
配点×共テ得点率

a

調整（±）

目標点
b

「2026年入試ガイド」（P155 〜）や入試科目・配点一覧（P1087 〜）を参考に、入試科目と配点をま
とめよう。選択科目などの注意点があればSTEP4の左側に書き記しておこう。入試科目は左から国語、
地歴・公民、数学、理科、外国語、情報の順で整理しよう。

STEP 2

科目 合計

配点

志望校について、入試方式と共テ得点率をまとめよう。
共テ得点率は偏差値・難易度一覧（国公立はP1003 〜、私立はP1055 〜）から抜き出そう。STEP 1

大学

入試方法 共テ得点率 %

学部 学科

年　　　  組　　　  番
名前
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大学入学共通テスト目標点検討ワークシート

どの教科でも基準得点率に近い得点を目指す

苦手科目をカバーするため得意科目で点数を稼ぐ

「大学入学共通テスト目標点検討ワーク」の「STEP2」と「STEP3」について、目標点の設定の例を2パターン用意した。
共テ得点率が「70%」の下記の例をみて、目標点を設定するときの参考にしてみよう。

STEP4の記入についてポイント

科目（略称） 国 日探 公・倫 数ⅠA 数学ⅡＢＣ 化基 地基 英 情

基準点
配点×共テ得点率 140 70 70 70 70 35 35 140 35 665

調整（±） -2 ±0 +5 ±0 -5 ±0 +3 +5 -2 +4

目標点 138 70 75 70 65 35 38 145 33 669

科目（略称） 国 日探 公・倫 数ⅠA 数学ⅡＢＣ 化基 地基 英 情

基準点
配点×共テ得点率 140 70 70 70 70 35 35 140 35 665

調整（±） +12 +2 +10 -8 -20 -5 -5 +22 -4 +4

目標点 152 72 80 62 50 30 30 162 31 669

記入例

目標例1

科目・配点例

目標例2

科目 国
語

日
本
史
探
究

公
共
・
倫
理

数
学
Ⅰ
Ａ

数
学
Ⅱ
Ｂ
Ｃ

化
学
基
礎

地
学
基
礎

英
語

情
報 合計

配点 200 100 100 100 100 50 50 200 50 950

科目や配点については年度ごとに変わる可能性もあるので、最新の
入試要項や入試ガイドを各大学のHPなどで確認しておこう。

全教科で基準点との差分（±）をなるべく小さくし、
どの教科でも安定的に点数を取れるようにしよう。

地歴・公民、数学、理科については選択科目をよく確認しておこう。 
「数学、理科から1科目」のように科目をまたいだ選択の場合もある。

　STEP4の右側「志望校合格に向けて、今後力を入れたいこ
と」は、今後の目標を記入する重要なパートになっています。
　この部分の記入で大切なのは、力を入れたい科目を明確に

し、今後どのように学習を進めていくのか、具体的な目標を
立てることです。
　ポイントは、数字を入れて目標を立てること。「○点アッ
プを目指す」「○時間学習する」のように目標に数字を入れ
ることを意識してみましょう。

全教科で共テ得点率である70%に近い得点を目指す方法。どの教科にも抜け漏れがない、理想的な得点バターンだ。
基本的にはこの形を目指し、各教科の難易度や得意／不得意科目に応じて目標点を微調整しよう。

苦手科目があり、どうしても基準点に達しない科目がある場合は、得意科目で点数を稼ぐことを考えてみよう。
下の「目標例2」の基準点は「目標例1」と同じだが、苦手科目の数学を得意科目の国語・英語でカバーしている。
ただ理想は「目標例1」のような得点の仕方なので、共通テストまで時間がある場合は苦手科目克服に時間を割こう。

基準点の合計（a）よりも、目標点の合計（b）の
方が大きくなるように目標点を決めよう。

基準点の合計（a）よりも、目標点の合計（b）の
方が大きくなるように目標点を決めよう。

a

b

a

b

苦手科目のマイナス分を得意科目のプラス分で補うことを意識しよう
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